
ヒメクワシロカイガラムシ

ウメシロカイガラムシ

サクラなど広葉樹の幹や枝につく小さな白いカイガラムシ．長さ約1mmで細長く白い，または径2mm内外の扁平な円形で白～

薄茶色．両種は外観では区別できない．

ヒメクワシロカイガラムシは公園のサクラで枝や幹が真っ白になるくらい多発することがある．ウメシロカイガラムシはヤナ

ギ，サクラ，ウメ，モモ，ライラックなどにつき，本州ではしばしば多発するとされる．

１～２．発生状況．2001/10/30．余市町，庭のサクラ．

【分類】 カメムシ目（Hemiptera），マルカイガラムシ科（Diaspididae）

ヒメクワシロカイガラムシ

【学名】 Pseudaulacaspis simplex

【分布】 北海道，本州．

【宿主】 サクラ，アオハダ．北海道でサクラに多発するのはヒメクワシロカイガラムシといわれている．

ウメシロカイガラムシ

【学名】 Pseudaulacaspis prunicola

【分布】 北海道，本州，四国，九州．

【宿主】 ヤナギ，サクラ，ウメ，スモモ，アンズ，モモ，ライラック．

【特徴】

近似種としてアオキシロカイガラムシが北海道にいる．アオキシロカイガラムシは幹や枝の他に葉にも寄生し，雌成虫は洋梨形

に近い．主にイチイや室内の観葉植物に発生する．

【生態】

幹や枝につき，雌成虫で越冬する．春から秋まで世代を繰り返しながら，吸汁加害する．道内での年間の世代数は不明．
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